
Design	Color	
Yellow	
R	249	G	190	B	0	

Orange	
R	236	G	108	B	0	

Pink	
R	230	G	49	B	120	

Lavender	
R	200	G	78	B	150	

Violet	
R	145	G	72	B	151	

Purple	
R	105	G	48	B	141	

Sky	Blue	
R	0	G	184	B	238	

Blue	
R	0	G	77	B	160	

Yellow	Green	
R	126	G	191	B	65	

Green	
R	0	G	157	B	98	

Turquoise	
R	0	G	176	B	168	

Dull	Tone	
Yellow	
R	186	G	142	B	0	

Orange	
R	177	G	79	B	0	

Pink	
R	174	G	31	B	91	

Lavender	
R	151	G	55	B	115	

Violet	
R	110	G	50	B	116	

Purple	
R	79	G	29	B	109	

Sky	Blue	
R	0	G	140	B	180	

Blue	
R	0	G	56	B	125	

Yellow	Green	
R	93	G	145	B	46	

Green	
R	0	G	121	B	74	

Turquoise	
R	0	G	134	B	128	

Brand	Color	
Ryukoku	Red	
R245	G0	B0	

Ryukoku	Gray	
R176　G191　B200	

Sub	Color	
Gray	
R113　G113　B113	

Blue	Gray	1	
R98　G122　B134	

Blue	Gray	2	
R150	G169	B179	

Blue	Gray	3	
R203	G213	B220	

Blue	Gray	4	
R229	G235	B238	

グローバルな視点で犯罪防止や刑事司法について理解を深めることを目的に、 
若者自らが自国の「刑事政策のこれまで／これから」について報告します。 

刑事政策の未来について 
ドイツと日本の大学生が英語討論 

犯罪学学術交流セミナー2019 

[TEL] 075-645-2184 [FAX] 075-645-2240 
[E-mail] crimrc2016@ad.ryukoku.ac.jp 
[URL] https://crimrc.ryukoku.ac.jp 
[Twitter] @Ryukoku_CrimRC 
[Facebook] www.facebook.com/RyukokuCrimRC/ 

ドイツ・ハレ大学 学生との 
学術交流セミナーを開催します。 
みなさま、奮ってご参加ください。 

主催：龍谷大学 犯罪学研究センター 

Martin-Luther-Universität 
Halle-Wittenberg 

Place Date 

2019.	10.10	木曜 5:00pm-7:30pm	
龍谷大学 深草キャンパス 
紫光館4階 法廷教室 

参加無料・申込不要・英語討論 

龍谷大学 
犯罪学研究センター 

Criminology Academic Exchange Seminar 2019 
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Special Seminar 
on Criminology 

テーマ  

グローバルな視点で犯罪防止や刑事司法について理解
を深めることを目的に、若者自らが自国の「刑事政策
のこれまで／これから」について報告します。 

主催：龍谷大学 犯罪学研究センター 

企画趣旨  

　龍谷大学 犯罪学研究センターは、犯罪予防と対人支援を基軸とする「龍谷・犯罪学」を構築し、
日本国内だけでなく、広く世界に海外にアピールすることを目的に研究活動を展開しています。 
　この度、龍谷大学 深草キャンパスにおいて、ドイツのマルティン・ルター大学ハレ・ヴィッテ
ンベルク（略称：ハレ大学）の学生を招き、「ドイツ×日本　犯罪学学術交流セミナー2019」と
題して学術交流セミナーを実施します。若者自らが自国の「刑事政策のこれまで／これから」に
ついて報告し、両国の研究者を交えて英語でディスカッションを行う予定です。 
　このセミナーは、2020年に開催される「京都コングレス」や「ユースフォーラム」を視野に入
れて開催するものです。2020年4月20日～27日、国立京都国際会館で「京都コングレス（第14
回国際犯罪防止刑事司法会議）」が開催されます。開催テーマは「2030アジェンダ（SDGs）の
達成に向けた犯罪防止、刑事司法及び法の支配の推進」で、この京都コングレスに先立ち、2020
年4月13日～15日に未来の社会を担う世界の若者たちが同様のテーマについて議論を行う「ユー
スフォーラム」が開催される予定です。様々な価値観やバックグラウンドを持つ世界の若者とと
もに自分達が暮らす社会の在り方について議論し、犯罪防止や刑事司法について理解を深めるこ
とを目的とした「ユースフォーラム」となっています。国内外の約120名の学生が参加予定です。 
　今回開催するドイツとの交流セミナーもきたるべき2020年の「ユースフォーラム」を視野に入
れて開催するものです。龍谷大学からは法学部の現在2年生の6名が参加します。参加学生は、
2019年度前期から犯罪学研究センター関係教員による指導のもと、犯罪学に関連した基礎学習や
プレゼンテーション技術の向上に励んでいます。日本と龍谷大学の犯罪学の発展にとっても、有
益な時間となることを確信しています。ぜひふるってご参加ください。 

Shall we do 

Criminology? 

国際比較を通じて考える刑事政策の未来 

紫光館4F 

アクセス  •  京都市地下鉄烏丸線「くいな橋」駅より東へ徒歩約8分 
•  京阪本線「龍谷大学前深草」駅より西へ徒歩約12分 

■ドイツ 
マルティン・ルター大学ハレ・ヴィッテンベ
ルク 学生による報告 
　＜テーマ（予定）＞ 
（1）「薬物使用の非犯罪化声明」 
（2）「医療大麻合法化」 
（3）「自殺のための麻薬」 

■日本 
 龍谷大学 法学部有志・「ユースフォーラム」
参加予定学生による報告 
　＜テーマ（予定）＞ 
（1）「死刑と世論」 
（2）「死刑と宗教」 
（3）「死刑とテロ」 


